
■作文の出題（過去３年分） 
年度 テーマ 

令和７年度 
横浜市職員として、自らの成長のために、どのようなことを大切にして

いきたいか。あなたの経験を踏まえて書きなさい。 

令和６年度 
横浜市職員として、あなたの所属するチームメンバーの一人ひとりが能

力を発揮できるようにするために、どのようなことを大切にしていくか。
あなたの経験を踏まえて書きなさい。 

令和５年度 
職位や経験年数に関係なく意見交換ができる職場風土づくりを実現する

ため、どのようなことを大切にしていくべきか。あなたの経験を踏まえて
書きなさい。 

 
■論文の出題（過去３年分） 
年度 区分 テーマ 

令和７年度 

事務Ｂ 

近年の訪日外国人数の増加や2027年のGREEN×EXPO 
2027（2027年国際園芸博覧会）の開催等により、観光客
の増加が期待されます。今後、国内外から多くの人が訪れ
る観光都市として発展していくために、あなたは横浜市職
員として、どのような施策に取り組んでいくべきか、課題
にも触れつつ、考えを述べなさい。 

事務Ｃ 

横浜市の高齢者人口は増加傾向にあり、2040年には、
団塊ジュニア世代が65歳以上の高齢者となるほか、団塊の
世代を中心に85歳以上人口が急速に増加することが予測さ
れています。 
また、横浜市の要支援・要介護認定者数は2020年から2

040年までの20年間で約1.5倍増加し、医療・介護の必要
性が一層高まることが予想されます。 
そこで、これからの超高齢社会に対応していくために、

横浜市職員としてあなたはどのように取り組むことができ
るか、これまでの経験を踏まえて考えを述べなさい。 

令和６年度 

事務Ｂ 

人口減少、少子高齢化、地域のつながりの希薄化が進む
状況のなか、横浜市では、地域住民が地域に関心を持ち、
それぞれの力を生かしながら自分らしく健やかに暮らせる
地域社会の実現を目指しています。この実現に向けて、あ
なたは横浜市職員として、どのように取り組んでいきたい
か、考えを述べなさい。 

事務Ｃ 

厳しい財政状況の中、持続可能な財政としていくため
に、横浜市では、市民の皆様の共感を得ながら「施策の推
進と財政の健全性の維持」を両立させる取組を推進する必
要があります。そこで、市民の皆様が財政運営に対し関心
を持ち、理解を深めるために、横浜市職員としてあなたは
どのように取り組むことができるか、考えを述べなさい。 

令和５年度 事務Ｂ 
横浜市では、近年外国人人口の増加傾向及び多国籍化が

進む中で、国籍や文化的背景などにかかわらず、誰もが安
全・安心に暮らすこと、更には誰もが自分らしく活躍でき
ることを目標としています。そこで、この目標を達成する



ために、あなたは横浜市職員として、どのように取り組ん
でいきたいか、考えを述べなさい。 

事務Ｃ 

横浜市では、生産年齢人口流入による経済活性化に向け
て、「住居・交通・仕事において便利で選ばれるまち」を
目指しています。 
そこで、「住居・交通・仕事において便利で選ばれるま

ち」を実現するために、横浜市職員としてあなたはどのよ
うに取り組むことができるか、これまでの経験を踏まえて
考えを述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


